人間発達研究所紀要査読結果報告書（編集委員会宛）
                           □内に，✓あるいは■（塗りつぶし）をご記入下さい。
                           ＊この報告書は編集委員会内において取り扱われます。
１　投稿者の区分希望及び文字数（編集委員会にて記入する項目）
掲載区分：（　　　　　　　　　　　　　／文字数　　　　　　　　　）

２　査読結果
①掲載区分　　区分の変更
　　　　　　　 □投稿者の区分のままでよい
　　　　　　　 □掲載区分の変更が必要である　（　　　　　　　）
②査読結果
□　採　　択　掲載に値する論考と判断する．
□このまま掲載してよい．
□若干の字句文言の修正が必要である．　　　　　　　　　
□　修正採択	掲載に値する論考と判断するが，若干の修正指摘が存在し修正が必要である（おおむね1か月くらいで修正可能なもの）
□修正後の判断は編集委員会にまかせる
□修正後に査読者が再確認する．
□　再 査 読　このままでは掲載できないと判断する．
　　　　　　　　査読者の指摘・指示に対して修正がなされたものを再審査する．
□　不 採 択　掲載は不適当であると判断する．
　　　　　　　　

上記判断の理由









                                                               年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査読者名

人間発達研究所紀要投稿論文査読結果のお知らせ
                          （査読者より執筆者宛）

投稿タイトル：（編集委員会にて記入する項目）



（□内に，✓あるいは■（塗りつぶし）をご記入下さい）
１　タイトル  	　□適切　
□文中に指摘　
　　　　　　　　　　 　　□その他（下記記載参照　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　オリジナリティー　　□あり　　　
□なし
３　展　　開　　　　　　 □適切　
□文中に指摘　
　　　　　　　　　　　    □その他（下記記載参照　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　文　　献　　　　　　　□適切　
□文中に指摘　
　　　　　　　 　　　　　　□その他（下記記載参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　用　　語　　　　　　　 □適切　
□文中に指摘　
　　　　　　　　　　　　　 □その他（下記記載参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　表　　記　　　　　　　□適切　
□文中に指摘　
　　　　　　　　　　　　　 □その他（下記記載参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７　倫理上の配慮　　　　 □適切　
□文中に指摘　
　　　　　　　　　　　　　 □その他（下記記載参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８　コメント①論文全体について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９　コメント②具体的な指摘事項及び参考意見
□特になし
□文中に指摘　
　　　　　　　　　　　　　□その他（下記記載参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

